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小
峯
物
資
集
積
倉
庫
用
地

問
今
回
の
補
正
予
算
で
小
峯

物
資
集
積
倉
庫
用
地
購
入

費
３
５
０
０
万
円
の
目
的
に
つ
い

て
伺
う
。

答
広
安
愛
児
園
の
向
か
い
側

に
約
１
０
０
０
㎡
の
土
地

を
購
入
し
、
災
害
時
に
活
用
す
る

資
材
等
を
集
積
す
る
た
め
の
倉
庫

用
地
と
し
て
購
入
す
る
。

地
方
バ
ス
運
行
等
補
助
金

問
地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対

策
補
助
金
は
、
年
度
当
初

予
算
で
７
０
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
た
が
、
今
回
更
に
１
１
０
０

万
円
追
加
補
正
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

答
町
内
を
運
行
し
て
い
る
民

間
バ
ス
会
社
の
運
行
経
費

の
赤
字
等
の
補
填
の
た
め
の
も
の

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
バ
ス
の
利

用
者
の
減
少
で
追
加
補
正
と
な
っ

た
。徴

税
収
納
率
向
上
対
策

問
今
回
債
務
管
理
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
委
託
料
55
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
税
、
分
担
金
、
財
産
収

入
等
の
管
理
を
一
元
化
し
、

収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
債

権
に
関
す
る
実
態
調
査
を
業
務
委

託
す
る
。

文
化
財
保
護
対
策

問
布
田
川
断
層
帯
の
測
量
・

実
施
設
計
等
費
、２
３
８

４・８
万
円
は
、谷
川
断
層
の
覆お

お
い
や屋

を
含
む
経
費
か
。

答
覆
屋
等
建
設
に
係
る
測
量

と
設
計
調
査
料
を
含
め
て

計
上
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
用
地

問
商
工
業
振
興
費
中
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
用
地
購

入
費
３
４
４
・
９
万
円
に
つ
い
て

に
つ
い
て
伺
う
。

答
木
山
区
画
整
理
地
内
の
中

央
公
園
東
側
に
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
た
め

の
用
地
購
入
費
の
補
正
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
仮
設
住
宅

団
地
内
に
あ
っ
た「
み
ん
な
の
家
」

を
活
用
し
た
施
設
で
、
創
業
や
事

業
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
も
の
。

現
在
移
築
工
事
中
で
あ
る
。（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）

広
崎
消
防
詰
所
用
地

問
広
崎
消
防
詰
所
用
地
購
入

費
１
４
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
何
を
建

て
る
の
か
。

答
県
道
熊
本
高
森
線
の
４
車

線
化
工
事
に
伴
い
、
広
崎

２
町
内
公
園
向
か
い
側
に
あ
っ
た

消
防
詰
所
の
移
転
の
代
替
地
と
し

て
、
新
た
に
広
崎
公
民
館
向
か
い

側
に
消
防
車
庫
及
び
詰
所
を
建
設

す
る
た
め
の
用
地
購
入
で
あ
る
。

補 正 項 目 補 正 額

 

歳 

入

ふるさと納税     500,000

基金繰入金 △ 1,243,553

繰越金 912,315

計（すべての補正を含む） 　  800,046

 

歳 

出

ふるさと納税業務委託料 332,000

小峯物資集積倉庫用地購入 　   35,000

新型コロナワクチン接種等 292,504

広崎消防詰所用地購入費  　  14,000

布田川断層帯測量等委託料 　   23,848

計（すべての補正を含む） 　  800,046

■ 主な補正項目と補正額 （千円）

布田川断層谷川の文化財保護地域

令和３年
第４回
定例議会

令和３年第４回定例議会は、12月６日から14日までの９日間の日程で開催
され、令和３年度益城町一般・特別会計補正４件、条例関係８件、工事契約・
町道の認定等３件、教育委員の任命同意１件、人権擁護委員の推薦について
４件、報告・専決４件等を慎重に審議し、全議案とも全会一致で可決・同意
した。なお12月８日・９日に８名が一般質問を行った。

令和３年度一般会計補正予算（第８号）
　小峯物資集積倉庫用地、広崎消防詰所用地、チャレンジショップ用地等の補正予算８億４万６千円が提
案され、慎重審議ののち全会一致で可決成立した。主な補正項目及び質疑応答は以下の通り。
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条例制定及び改正の審議

復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

解
説　
現
在
建
設
中
の
復
興
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
今
年
度
中

に
完
成
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
供

用
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
同
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
役
場
新
庁
舎
南
側
に
位

置
し
、床
上
面
積
３
９
８
・８
㎡
、総

工
費
約
３
憶
５
千
万
円
で
建
設
さ

れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
管
理
条
例

１
条
（
趣
旨
）

こ
の
条
例
は
、益
城
町
復
興
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
て
必
要
事
項
を
定

め
る
。

２
条
（
設
置
）

平
常
時
に
は
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
地
域
活
動
の

拠
点
、
災
害
時
に
は
帰
宅
困
難

者
等
の
避
難
施
設
と
し
て
活
用

す
る
。

３
条
（
名
称
及
び
位
置
）（
略
）

４
条
（
管
理
）

セ
ン
タ
ー
は
、
町
が
管
理
す
る
。

５
条
（
使
用
の
許
可
）

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
、集
会
、展
示
会
等
の

た
め
に
セ
ン
タ
ー
を
独
占
し
て

使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
町

長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

６
条
（
行
為
の
禁
止
）

次
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

○
公
の
秩
序
を
乱
し
、
他
人
に

迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
。

○
備
品
を
損
傷
、汚
損
す
る
こ
と
。

○
暴
力
的
不
法
行
為
を
行
う
組

織
の
利
益
に
な
る
こ
と
。

○
町
長
の
指
示
に
従
わ
な
い
。

○
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為
。

７
条　

使
用
の
取
消
し
事
項

８
条　

損
害
賠
償
に
関
す
る
事
項

９
条　

施
行
に
関
す
る
必
要
事
項

は
、
規
則
で
定
め
る
。

条
例
等
に
関
す
る
質
疑
応
答

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
条
例

問
現
在
本
町
の
フ
ル
タ
イ
ム

及
び
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の

会
計
年
度
任
用
職
員
で
、
今
回
の

地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
職
員

は
い
る
か
。

答
今
回
の
法
改
正
で
最
低
賃

金
が
７
９
１
円
か
ら
８
２

１
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
本
町
で

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
数
名
が

該
当
し
た
の
で
、
10
月
分
よ
り
遡

及
し
て
給
与
を
変
更
す
る
。

町
営
住
宅
等
へ
の
立
入
り

関
連
条
例

問
今
回
の
条
例
で
緊
急
の
場

合
、
町
長
が
認
め
る
こ
と

に
よ
り
、
立
入
り
が
可
能
と
な
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
よ
う
な
事

態
の
発
生
は
な
か
っ
た
の
か
、
ま

た
町
長
不
在
時
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
条
例
で
想
定
す
る
事
態
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
町

が
管
理
す
る
町
営
住
宅
が
増
加
し

た
た
め
の
処
置
で
、
更
に
町
長
不

在
時
は
、
職
務
代
理
者
と
な
る
副

町
長
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

　今回は、条例制定１件、条例改正７件の計８件について慎重な審査の結果、全会一致で可決・成立した。
提案された条例及び質疑応答は以下の通り。

■ 提案された条例及び修正内容等

区　分 条　例　名 修正等の要約

条例制定 復興まちづくりセンターの
設置及び管理に関する条例

まもなく復興まちづくりセンター
を供用開始するため

条例改正

会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例

最低賃金法の改定により、
地域別最低賃金を支給する　

国民健康保険税条例 未就学児に係る被保険者
均等割額を５割減額する

国民健康保険条例 出産育児一時金40万４千円を
40万８千円へ

災害弔慰金の支給等に関す
る条例

支給対象に「配偶者、子、父母
等がいない場合、死亡当時に同
居又は生計を同じくしていた兄
弟姉妹」を追加

町営住宅条例 緊急を要すると町長が認めた時
は、立入りが可能

地域活性化住宅条例 同　　上

福祉住宅条例 同　　上

建設中の復興まちづくりセンター
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工
事
請
負
契
約

　

都
市
計
画
道
路
横
町
線
道
路
拡

幅
工
事
木
山
橋
橋
梁
上
部
工
工
事

に
伴
う
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

１　

工
事
名

　
　

横
町
線
道
路
橋
梁
拡
幅
工
事

２　

工
事
内
容

　
　

道
路
拡
幅
工
事
に
伴
う
橋
梁

上
部
工
工
事

３　

工
事
場
所　

木
山
地
内

４　

契
約
金
額

　
　

３
０
２
，７
５
３
千
円

５　

契
約
の
相
手
方

　
　
（
株
）
日
本
ピ
ー
エ
ス
熊
本

　
　

営
業
所

６　

契
約　

条
件
付
き
一
般
競
争

　
　

入
札

工事請負契約・人事関係・特別委員会設置
今回は、工事請負契約１件、町道認定１件、教育委員会委員の任命同意等５件、用地取得１件及び特別
委員会設置等について審議し、全議案とも可決・承認・同意した。

町
道
の
路
線
認
定

　

木
山
復
興
土
地
区
画
整
理
地
内

の
17
号
線
（
約
22ｍ
）
及
び
26
号
線

（
約
73ｍ
）
の
認
定
を
承
認
し
た
。

人
事
関
係
議
案

教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
終
了

に
伴
い
、
新
た
に
再
任
の
同
意
を

求
め
た
も
の
で
、議
案
の
説
明
後
、

全
会
一
致
で
再
任
に
同
意
し
た
。

　

再
任
さ
れ
た
委
員

　
　

宮
本
　
睦
士
　
氏

　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

　

今
回
、
新
た
に
推
薦
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
同
意
し
た
。

推
薦
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

　
　

後
藤
　
奈
保
子
　
氏

　
　
谷
川
　
淳
子
　
氏

　
　
本
田
　
龍
子
　
氏

　
　
滝
川
　
朋
子
　
氏

　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
有
財
産
の
取
得

解
説

　

中
央
公
民
館
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
ふ
れ
あ
い
交

流
館
の
災
害
復
旧
移
転
整
備
等
に

伴
い
、
複
合
施
設
建
設
整
備
事
業

用
地
を
取
得
す
る
も
の
。
審
議
後

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

取
得
の
概
要

取
得
の
目
的

　

複
合
施
設
建
設
整
備
事
業
用
地

所
在
地

　

益
城
町
大
字
木
山
字
下
辻
地
内

取
得
面
積

　

１
２
，５
９
０
㎡

取
得
の
予
定
価
格

　

１
６
８
，９
５
７
，８
０
０
円

議
会
政
治
倫
理
条
例
策

定
特
別
委
員
会
の
設
置

　

本
議
会
の
最
終
日
、
議
長
か
ら

議
会
政
治
倫
理
条
例
策
定
特
別
委

員
会
設
置
に
関
す
る
提
案
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

議
決
さ
れ
た
内
容
は
次
の
通
り

一
、
名
称

益
城
町
議
会
政
治
倫
理
条
例

策
定
特
別
委
員
会

二
、
設
置
の
根
拠

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及

び
益
城
町
議
会
委
員
会
条
例

三
、
目
的

政
治
倫
理
条
例
策
定
に
関
す

る
調
査
等

四
、
調
査
期
間

上
記
の
目
的
が
終
了
す
る
ま

で
の
間
と
し
、
閉
会
中
も
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

五
、
特
別
委
員
会
委
員
等
名
簿

　
　

委
員
長　

冨
田
徳
弘

　
　

副
委
員
長　

宮
﨑
金
次

　
　

委
員　

　
　

西
山
洋
一　
　

吉
村
建
文

　
　

甲
斐
康
之　
　

中
川
公
則

　
　

野
田
祐
士　
　

中
村
健
二

　
　

渡
辺
誠
男　
　

坂
田
み
は
る

秋津川木山橋橋梁工事

複合施設建設予定の現益城仮庁舎用地



チャレンジショップ

コワーキングスペース、シェアオフィス

●機能用途：チャレンジショップ
（カフェ、小売等）

●対 象 者 ：児童、生徒、学生、
子育て世代、ひとり親世帯、
地域住民、来町者 等

●完成時期：R4.03

●機能用途：コワーキングスペース
（共同のワークスペース）
シェアオフィス
（オフィス系企業等の誘致）

●対 象 者 ：生徒、学生、
子育て世代、ひとり親世帯、
地域住民、来町者、企業 等

●完成時期：R3.11

木山区画整理地内のにぎわいづくり拠点

役場庁舎

木山交差点

県道高森線

至熊本市

チャレンジショップ

コワーキングスペース、シェアオフィス

●機能用途：チャレンジショップ
（カフェ、小売等）

●対 象 者 ：児童、生徒、学生、
子育て世代、ひとり親世帯、
地域住民、来町者 等

●完成時期：R4.03

●機能用途：コワーキングスペース
（共同のワークスペース）
シェアオフィス
（オフィス系企業等の誘致）

●対 象 者 ：生徒、学生、
子育て世代、ひとり親世帯、
地域住民、来町者、企業 等

●完成時期：R3.11

5

益城町議会だより No.83　　令和 3 年 12 月

5

区
分 議 案 名

結
　
果

木
村
　
正
史

西
山
　
洋
一

上
村
　
幸
輝

下
田
利
久
雄

冨
田
　
德
弘

松
本
　
昭
一

吉
村
　
建
文

甲
斐
　
康
之

榮
　
　
正
敏

中
川
　
公
則

野
田
　
祐
士

宮
﨑
　
金
次

坂
本
　
　
貢

中
村
　
健
二

渡
辺
　
誠
男

荒
牧
　
昭
博

坂
田
み
は
る

議
長 

稲
田
　
忠
則

専
決 令和３年度益城町一般会計補正予算（第６号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
専
決 令和３年度益城町一般会計補正予算（第７号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

予

算

・

条

例

・

契

約

等

令和３年度益城町一般会計補正予算（第８号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和３年度益城町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和３年度益城町下水道事業会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和３年度益城町水道事業会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町営住宅条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町地域活性化住宅条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町福祉住宅条例の一部を改正する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
益城町復興まちづくりセンターの設置及び管理に関する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
工事請負契約の締結について（横町線道路改良工事（その４））可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
町道の路線認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
公有財産の取得について（新庁舎用地） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
教育委員会委員の任命同意について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

《12月議会での主な議案への賛否の状況》

○：賛成　　×：反対　　棄：棄権　　欠：欠席　　可：可決　　否：否決　　同：同意
※議長は賛否同数の場合を除き、通常の採決には加わりません。

チャレンジショップ

コワーキングスペース、シェアオフィス

●機能用途：チャレンジショップ
（カフェ、小売等）

●対 象 者 ：児童、生徒、学生、
子育て世代、ひとり親世帯、
地域住民、来町者 等

●完成時期：R4.03

●機能用途：コワーキングスペース
（共同のワークスペース）
シェアオフィス
（オフィス系企業等の誘致）

●対 象 者 ：生徒、学生、
子育て世代、ひとり親世帯、
地域住民、来町者、企業 等

●完成時期：R3.11
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セ
ン
タ
ー
の
時
間
外
対
応

等
負
担
金
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
負
担
額
は
国
の

10
割
補
助
と
な
り
町
の
負

担
額
は
な
い
と
の
説
明
を

受
け
た
。

湖
池
屋
九
州
阿
蘇
工
場

で
は
、
工
場
設
備
の
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
生

産
体
制
を
視
察
し
た
。
工

場
見
学
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
は
小
学
校
４
年
生

以
上
と
新
聞
に
出
て
い
た

件
に
つ
い
て
低
学
年
の
工

場
見
学
は
で
き
な
い
の
か

と
質
疑
が
あ
り
、
湖
池
屋

の
担
当
者
か
ら
、
衛
生
面

か
ら
、
低
学
年
の
工
場
見

学
が
難
し
い
と
の
説
明
を

受
け
た
。

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
就
学
前
ま
で

の
子
育
て
相
談
な
ど
を
個

別
に
行
う
こ
と
、
こ
ど
も

未
来
課
が
行
っ
て
い
る
子

育
て
広
場
と
の
違
い
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

事
業
費
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
の
県
民
広
域
接
種

福
祉
常
任
委
員
会
で
は

付
託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ

い
て
、
執
行
部
か
ら
詳
細

な
説
明
を
受
け
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
中
か
ら
身
体

障
害
者
補
装
具
交
付
費
に

関
し
、
申
請
の
多
い
補
装

具
や
自
己
負
担
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
補
装
具
に

つ
い
て
は
車
い
す
、
義
足
、

重
度
の
難
聴
者
用
補
聴
器

の
申
告
が
多
く
、
特
に

車
い
す
・
義
足
は
、
個
人

に
あ
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
な
る
た
め
高
額
に
な

り
予
算
が
不
足
し
た
こ
と
、

自
己
負
担
に
つ
い
て
は
原

則
１
割
負
担
で
上
限
が
あ

り
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

及
び
生
活
保
護
世
帯
に
お

い
て
は
自
己
負
担
が
な
い

と
の
説
明
を
受
け
た
。

子
育
て
子
ど
も
医
療
費

助
成
金
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
子
ど
も
医
療
の
現

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。子

育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
支
援
セ
ン
タ
ー

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
４
議
案
に
つ

い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を

受
け
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

令
和
３
年
度
益
城
町
一

般
会
計
補
正
予
算
中
、
ふ

る
さ
と
納
税
５
億
円
の
増

額
補
正
に
対
し
て
業
務
委

託
料
が
大
き
く
な
い
か
と

の
質
疑
で
は
、
今
後
納
税

が
増
加
し
て
い
け
ば
委
託

料
率
引
き
下
げ
に
つ
い
て

も
交
渉
し
て
い
く
と
の
説

明
が
あ
り
、
基
金
繰
入
減

額
補
正
後
の
基
金
残
高
に

つ
い
て
の
質
疑
で
は
、
55

億
円
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
地
方
バ
ス
運
行
特
別

対
策
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
赤
字

額
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

交
付
に
あ
た
っ
て
は
し
っ

か
り
と
精
査
す
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

文
化
財
保
護
対
策
費
↘

の
内
容
質
疑
で
は
、
福
原

地
内
の
布
田
川
断
層
帯
測

量
・
実
施
設
計
委
託
料
で

あ
り
、
地
盤
調
査
方
法
や

財
源
に
つ
い
て
の
説
明
と

併
せ
、
建
設
費
に
つ
い
て

は
約
２
億
円
に
な
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。

　

益
城
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

で
は
、
前
例
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
過
去
に
も
事

例
が
あ
り
そ
の
際
も
報
酬

の
改
正
を
行
い
対
応
し
た

と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

益
城
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

で
は
、
増
額
に
な
る
の
か

減
額
に
な
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
未
就
学
児
の

被
保
険
者
均
等
割
額
軽
減

措
置
の
改
正
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。　
　

↖

湖池屋の設備について説明を受ける

ポテトチップス工場のラインを視察

12月議会

補
正
予
算
の
増
減

額
と
項
目
を
慎
重

審
査

子育て世代包括支援センター設立



常任委員会レポート

建設経済

7

益城町議会だより No.83　　令和 3 年 12 月

い
る
の
か
と
質
疑
が
あ
り
、

仮
換
地
指
定
な
の
で
調
整

は
で
き
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
た
。

現
地
視
察
で
は
、
安
永

地
区
雨
水
ポ
ン
プ
場
工
事

に
つ
い
て
現
在
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
工
程
説
明

を
受
け
、
来
季
の
梅
雨
ま

で
に
工
事
を
終
わ
る
計
画

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
、

工
事
の
施
工
に
あ
た
っ
て

は
安
全
対
策
に
十
分
に
配

慮
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

り
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
３
名
の
シ
フ
ト

制
で
１
人
常
駐
の
人
件
費
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
等
が
今

後
も
か
か
っ
て
い
く
と
の

説
明
を
受
け
た
。
ま
た
木

山
、
宮
園
地
区
の
路
線
認

定
範
囲
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
仮
換
地
指
定
の
進

捗
状
況
に
よ
り
部
分
的
に

道
路
認
定
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
近
隣
の
地

権
者
と
の
調
整
は
整
っ
て

建
設
経
済
常
任
委
員
会

で
は
、
付
託
さ
れ
た
7
議

案
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら

説
明
を
受
け
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
原
案
の
通
り
7

議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

令
和
3
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
農
業
用
災
害
復
旧

費
、
工
事
請
負
費
の
補
助

率
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

93
・
２
％
と
の
説
明
を
受

け
、
林
業
施
設
災
害
復
旧

費
、
工
事
請
負
費
の
補
助

率
は
82
・
２
％
と
の
説
明

を
受
け
た
。

さ
ら
に
商
工
業
振
興
費

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
当
初
の
予
定
地
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
当
初
予

定
地
は
同
じ
街
区
だ
と
説

明
を
受
け
た
。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
及
び

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
立
地
場
所
は
商
業
的
な

利
用
に
適
さ
な
い
の
で
は

と
の
意
見
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
、
本
事
業
は
実
証

事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
り
、
意
見
の
内
容

も
含
め
検
証
す
る
と
説
明

を
受
け
た
。

ま
た
、
復
興
ま
ち
づ
く

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
は
、
木
山
橋
架

け
替
え
に
伴
う
橋
げ
た
の

生
産
工
程
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
５
分
割
に
し
た

橋
げ
た
を
現
場
で
組
み
立

て
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

視
察
し
た
現
場
の
う
ち
、

湖
池
屋
九
州
阿
蘇
工
場
↘

で
は
工
場
の
設
備
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
生

産
体
制
を
視
察
し
た
。

　

横
町
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
及
び
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
施
設
の
機

能
や
使
用
方
法
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

完成したシェアオフィス及びコワーキングスペース

安永地区、雨水ポンプ場工事を視察

12月議会

地域の期待と、完成が待たれる
安永地区雨水ポンプ場
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問

む
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、私
も
こ
れ
ま
で
の
知
識
や

経
験
に
驕
る
こ
と
無
く
、謙
虚
な

気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
町
づ
く

り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
、人

生
の
教
訓
と
し
て
胸
に
刻
ん
で
い

く
。

坂
田　

最
後
に
次
期
町
長
選
挙

出
馬
の
意
向
に
つ
い
て
伺
う
。

３
期
目
の
挑
戦
を
表
明
す
る

町
長　
私
に
は
10
年
後
、20
年
後

に
ど
う
い
う
町
に
し
て
行
く
か
、

そ
の
た
め
に
は
、ど
う
取
り
組
む

べ
き
か
と
い
う
事
業
感
覚
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。益
城
町
は
、こ
れ

ま
で
の
流
れ
を
断
ち
切
ら
ず
、さ

ら
に
震
災
か
ら
の
完
全
復
興
と
新

た
な
町
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。引
き
続
き
、信
念
を
持
っ
て

私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、全
身
全

霊
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
私

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
の
完
全
復
興
の
決
意

を
胸
に
、町
民
の
皆
様
と
共
に
町

の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

を
お
約
束
し
、３
期
目
の
挑
戦
を

表
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

添
っ
て
い
く
。

坂
田　
こ
と
わ
ざ
の「
実
る
ほ
ど

頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」は
町
長

の
人
生
教
訓
と
な
り
得
る
の
か
伺

う
。人

生
の
教
訓
と
し
て
胸
に

刻
ん
で
い
く

町
長　
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、驕
ら

ず
謙
虚
な
姿
勢
で
仕
事
に
取
り
組

て
取
り
ま
と
め
国
に
提
出
し
た
。

　

こ
の
時
の
経
験
が
、そ
の
後
の

私
の
町
政
運
営
を
大
き
く
支
え
る

礎
と
な
っ
た
。２
期
目
、震
災
か

ら
の
完
全
復
興
に
向
け
た
公
約
と

し
て
、「
被
災
者
の
住
ま
い
再
建

さ
ら
に
加
速
」「
一
刻
も
早
い
復

興
整
備　

近
い
将
来
の
に
ぎ
わ
い

へ
」「
震
災
か
ら
立
ち
上
が
る　

町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」「
地

域
み
ん
な
で
育
て
る
子
ど
も
は
町

の
宝
」「
農
業
・
商
業
・
観
光
業
を

連
携　

益
城
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

「
地
域
の
み
ん
な
で
見
守
る　

福

祉
が
充
実
し
た
ま
ち
へ
」の
６
つ

を
掲
げ
全
力
で
取
り
組
ん
だ
。こ

の
取
り
組
み
が
、町
民
の
皆
様
の

幸
せ
と
、町
の
発
展
に
つ
な
が
り
、

町
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
町
政

運
営
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

坂
田　
２
期
目
に
や
り
残
し
た

と
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。　引

き
続
き
寄
り
添
っ
て
い
く

町
長　
復
旧
・
復
興
事
業
等
の
関

係
で
住
ま
い
を
再
建
で
き
ず
、仮

設
住
宅
な
ど
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ
る

こ
と
は
、や
り
残
し
た
こ
と
の
一

つ
と
認
識
し
て
お
り
、す
べ
て
の

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
再
建
を
果

た
さ
れ
る
ま
で
、引
き
続
き
寄
り

町
長
選
挙
出
馬
の
意
向

に
つ
い
て

坂
田　
益
城
町
は
残
念
な
こ
と
に

「
政
争
の
激
し
い
町
で
あ
る
」と

い
う
よ
う
に
印
象
付
け
ら
れ
、こ

の
言
葉
を
選
挙
の
度
に
耳
に
し
た

方
々
も
多
数
お
ら
れ
る
と
思
う
。

　
そ
の
益
城
町
に
お
い
て
、町
長

選
挙
の
歴
史
に
残
る
多
く
の
支
持

の
も
と
、平
成
26
年
４
月
西
村
町

長
が
誕
生
し
た
。こ
の
時
か
ら
町

民
の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

政
に
目
を
向
け
町
政
参
加
の
意
志

を
表
わ
さ
れ
た
の
で
は
と
感
じ
て

き
た
。　

　
１
期
４
年
の
重
責
を
果
た
し
、

２
期
目
も
復
旧
・
復
興
に
努
め
て

こ
ら
れ
た
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と

が
町
民
に
寄
り
添
っ
た
町
政
運
営

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
伺
う
。

６
つ
の
公
約
が
町
民
に
寄

り
添
っ
た
町
政
運
営
で

あ
っ
た
と
考
え
る

町
長　
１
期
目
か
ら
数
え
７
年
８

カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
思
え
ば
、熊
本
地
震
は
、私
の

政
治
家
と
し
て
の
人
生
を
大
き
く

変
え
た
。
復
興
計
画
を
策
定
し
、

私
自
ら
町
民
の
皆
様
の
意
見
や
思

い
を
直
接
お
聞
き
し
、積
極
的
に

計
画
に
取
り
入
れ
、皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
生
の
声
を
要
望
書
と
し

震災当初の街並みと取り戻しつつある街並み　立ち上がる益城町の今

（写真左）出典：熊本災害デジタルアーカイブ／提供者：和歌山県

次期町長選挙出馬の意思は

震災からの完全復興の決意を胸に、
３期目の挑戦を表明する

坂田みはる議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問一 般 質 問

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

吉
村　
子
ど
も
医
療
費
の
過
剰
受

診
を
減
ら
す
対
策
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
を
高
校

３
年
生
ま
で
実
施
で
き
な
い
か
伺

う
。高

校
３
年
生
ま
で
の
実
施

に
つ
い
て
は
検
討
を
急
ぎ

た
い

町
長　
過
剰
受
診
に
つ
い
て
は
見

極
め
が
困
難
だ
が
、
必
要
以
上
の

受
診
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
、

議
員
の
提
案
を
参
考
に
広
報
紙
等

を
通
じ
た
啓
発
に
引
き
続
き
努
め

た
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
を
高
校

３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
が
し
や
す
い
益

城
町
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
検
討
を
急
ぎ
た

い
。Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て

吉
村　
小
、
中
学
生
に
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
支
給
さ
れ

て
、
約
１
年
が
経
つ
が
、
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
て
学
習
す
る
習
慣
が
浸

透
し
て
き
た

教
育
長　
令
和
２
年
12
月
に
町
内

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
及
び
教
職

員
に
対
し
て
約
３
６
０
０
台
を
配

備
し
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
授
業

等
で
の
活
用
を
開
始
し
て
い
る
。

「
自
ら
学
び
取
る
」
学
習
態
度
が

育
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭

へ
の
持
帰
り
を
積
極
的
に
進
め
、

課
題
等
の
提
供
を
行
う
な
ど
、
児

童
生
徒
が
日
常
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
な
が
ら
学
習
す
る

習
慣
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て

吉
村　
国
の
施
策
と
し
て
、
１
人

２
万
円
相
当
を
付
与
す
る
「
新
た

な
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
の
創
設
が

決
ま
っ
た
が
、
カ
ー
ド
作
成
を
補

助
す
る
担
当
者
を
準
備
で
き
な
い

か
。カ

ー
ド
申
請
の
サ
ポ
ー
ト

人
員
の
確
保
な
ど
を
検
討

す
る

町
長　
本
町
で
は
近
隣
の
自
治
体

と
の
合
同
に
よ
る
事
業
所
等
へ

の
出
張
交
付
申
請
受
付
を
行
っ
た

り
、
住
民
課
窓
口
前
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
手
続
き
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
写
真
撮
影
と
併

せ
た
カ
ー
ド
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
方

法
や
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
サ

ポ
ー
ト
人
員
の
確
保
な
ど
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
取

得
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。

３
歳
児
健
診
に
お
け
る

眼
科
健
診
の
際
の
検
査

機
器
導
入
に
つ
い
て

吉
村　
近
年
開
発
さ
れ
た
小
型
の

機
器
を
使
う
「
屈
折
検
査
」
の
活

用
が
自
治
体
に
よ
る
３
歳
児
健
診

の
現
場
で
始
ま
り
、
弱
視
の
検
出

率
が
大
幅
に
向
上
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
が
、
町
で
導
入
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

補
助
制
度
を
確
認
し
機
器

の
導
入
を
検
討
す
る

町
長　
本
町
で
は
、
３
歳
児
健
診

の
眼
科
健
診
を
清
水
眼
科
に
委
託

し
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の
有
効
性
や
導
入

希
望
を
お
尋
ね
し
て
お
り
、
検
査

結
果
が
容
易
に
わ
か
る
た
め
、
可

能
で
あ
れ
ば
導
入
し
た
方
が
よ
い

と
い
う
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
補
助
制
度
の
内
容
が
明
ら

か
に
な
っ
た
ら
、
医
療
機
関
と
も

意
見
交
換
し
な
が
ら
、
機
器
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

タブレット端末での学習

スポットビジョンスクリーナー

そ
の
他
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
質
問

子ども医療費を高校３年生まで
実施できないか
高校３年生まで拡大することは、子どもの健康と健全な育
成に一定の効果が期待でき、検討を急ぐ

吉村　建文議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問一 般 質 問

上
村　
そ
れ
が
集
落
部
で
事
業
者

の
出
店
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
効
果

と
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
町
が

音
頭
を
取
り
テ
コ
入
れ
し
て
進
め

て
い
く
よ
う
な
具
体
的
で
即
効
性

の
あ
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
地
域
の
声
に
応
え

て
い
く
の
か
、
い
か
な
い
の
か
。

応
え
ら
れ
る
よ
う
最
大
限

努
力
す
る

町
長　
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る

集
落
部
で
開
発
を
進
め
て
い
く

に
は
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。
機
会
を
と
ら
え
地
域
の
実
情

や
活
力
維
持
・
活
性
化
の
方
向
性

を
県
と
粘
り
強
く
議
論
す
る
努
力

が
必
要
で
あ
る
。
市
街
化
調
整
区

域
活
性
化
連
絡
協
議
会
で
も
議
論

を
重
ね
強
く
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
地
域
の
声
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
最
大
限
努
力
す
る
。

福
田
・
津
森
・
飯
野
の
集
落

部
の
今
後
の
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か

上
村　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
福
田
・
津
森
・
飯
野
の
集
落
部

の
町
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、

「
地
元
に
商
店
が
な
い
、
も
し
く

は
少
な
い
」「
公
共
交
通
が
利
用

し
に
く
い
」
と
い
っ
た
不
満
の
声

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
た
。
復

興
計
画
策
定
時
の
説
明
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
拠
点
や
生
活
拠
点

と
位
置
付
け
し
た
整
備
や
各
拠
点

間
道
路
の
整
備
を
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
地
元
町
民
は
こ
の
計

画
に
非
常
に
期
待
し
て
い
た
が
何

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
集
落
部
の
今
後
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
な
ど
交
通

不
便
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
商
店
等
に
つ
い
て
は

事
業
者
が
そ
こ
に
出
店
し
た
く
な

る
よ
う
な
状
況
を
作
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
空
港

周
辺
や
小
池
高
山
イ
ン
タ
ー
周
辺

等
産
業
拠
点
の
形
成
と
企
業
誘
致

を
図
り
、
地
域
で
暮
ら
す
人
や
働

く
人
を
増
や
し
地
域
の
活
力
を
高

め
て
い
く
。

国
が
示
す
指
針
で
は
一
般

競
争
入
札
が
原
則
と
さ
れ

て
い
る

町
長　
入
札
参
加
要
件
を
緩
和
す

る
な
ど
の
配
慮
を
行
っ
て
お
り
町

内
事
業
者
が
参
入
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
益
城
中

学
校
復
旧
工
事
に
お
い
て
は
分
離

発
注
と
し
、
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
町
内
事
業
者
に
発
注
を
行
う
な

ど
、
な
る
べ
く
町
内
事
業
者
が
参

入
で
き
る
よ
う
配
慮
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
内
事
業
者
優
先
発
注
基
本
方

針
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
指
針

で
は
一
般
競
争
入
札
が
原
則
と
さ

れ
て
お
り
、
策
定
に
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
同
様
に
地
元
事
業
者
へ
の
十

分
な
配
慮
を
心
掛
け
、
適
切
な
業

者
選
定
を
継
続
し
て
い
く
。

町
内
事
業
者
の
優
先
発

注
を
打
ち
出
し
地
元
事

業
者
の
保
護
育
成
に
努

め
る
べ
き
で
は

上
村　
熊
本
地
震
か
ら
5
年
8
カ

月
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
約
2
年
、
こ
の
間
経
済
に
与
え

た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
町
内
の
様
々
な
商
工
農
林
事

業
者
に
お
い
て
も
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は

業
種
に
よ
っ
て
は
補
助
金
の
投
入

活
用
も
行
わ
れ
た
が
、
と
て
も
そ

れ
で
賄
え
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

う
い
っ
た
影
響
の
余
波
は
様
々
な

業
種
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
地
震
被
災
に
長
期
に
わ
た
る
コ

ロ
ナ
禍
と
痛
手
続
き
の
町
内
事
業

者
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
を
差

し
伸
べ
保
護
育
成
に
努
め
、
地
元

経
済
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
役
場
が
行
う
事
業
の
発
注

に
お
い
て
町
内
事
業
者
優
先
発
注

や
中
小
事
業
者
に
対
す
る
分
離
・

分
割
発
注
を
推
進
す
る
な
ど
、
適

正
な
競
争
原
理
の
も
と
公
平
性
を

確
保
し
な
が
ら
地
元
中
小
事
業
者

の
受
注
機
会
の
増
大
に
努
め
る
た

め
に
も
、
地
元
事
業
者
優
先
発
注

基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て
は
ど
う

か
。

それぞれに様々な事業者がいる

木山川で一線を画す市街地部と集落部

町内事業者の優先発注基本方針を打ち出し
地元事業者の育成と地元経済活性化配慮を
地元事業者へは十分配慮し今後も
適切な業者選定を継続する

上村　幸輝議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問一 般 質 問

半
導
体
工
場
の
関
連
企

業
を
誘
致
す
る
考
え
は

西
山　
菊
陽
町
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
ソ

ニ
ー
合
弁
の
半
導
体
工
場
の
立
地

が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
優

良
企
業
が
周
辺
地
域
に
進
出
し
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
町
長

は
こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
、
関
連
企
業
を
益
城
町
へ
誘
致

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
進
出
を
希
望
す
る
企
業

に
対
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
適
地
を

準
備
・
紹
介
出
来
る
か
が
、
大
き

な
課
題
で
あ
り
絶
対
条
件
で
あ
る

と
思
う
が
、
こ
の
課
題
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

様
々
な
法
規
制
の
ク
リ
ア

と
候
補
地
の
地
権
者
や
周

辺
住
民
の
方
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠

町
長　
本
町
に
関
連
企
業
の
誘
致

を
図
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

て
い
る
。
令
和
２
年
度
か
ら
産
業

団
地
の
整
備
に
向
け
た
適
地
調
査

を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
整

備
計
画
の
策
定
な
ど
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
法
規
制
等
の
ク
リ
ア

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
課
題
も
多

け
て
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
施

設
の
概
要
と
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営

に
つ
い
て
伺
う
。

20
業
者
程
度
が
入
居
可
能

な
テ
ナ
ン
ト
施
設
と
な
る

町
長　
施
設
は
、
Ｊ
Ａ
広
安
支
所

跡
地
で
、
鉄
骨
２
階
建
て
で
様
々

な
業
種
の
20
業
者
程
が
入
居
可
能

な
テ
ナ
ン
ト
施
設
と
な
る
。
入
居

予
定
業
者
は
、
お
菓
子
や
パ
ン
な

ど
の
販
売
店
、
カ
フ
ェ
や
居
酒
屋

な
ど
の
飲
食
店
、
理
美
容
関
係
と

な
っ
て
い
る
。“
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
”
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
と

し
て
期
待
し
て
お
り
、
来
客
用
の

駐
車
場
と
し
て
51
台
分
を
確
保
す

る
予
定
。

自
治
体
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
ど
う
取
り
組
む
の
か

西
山　
国
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設

し
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す
る
方
針
と
聞
く

が
、
自
治
体
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
町

の
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
伺

う
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
検
討
し
て
い
る

町
長　
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
・

迅
速
化
を
推
進
す
る
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
を
行
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
な
ど
町
民
の
利
便
性
向
上

を
目
指
し
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
自
治
体
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
の
財
政
負
担
に

つ
い
て
は
、
補
助
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
町
の
負
担
も
発
生
す
る
。

く
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
た
場
合
で
も
、
候
補

地
の
地
権
者
や
周
辺
住
民
の
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
国
や
県
と
の
事
前

協
議
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
関
係

者
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
行

い
、
企
業
か
ら
の
要
望
に
対
し
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
産
業
団
地
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

惣
領
に
ぎ
わ
い
拠
点
の
施
設

の
概
要
と
運
営
に
つ
い
て

西
山　
惣
領
に
ぎ
わ
い
拠
点
は
、

令
和
４
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向

半導体工場の広大な建設予定地（菊陽町）

ランドマークとしての顔をもつ外観　－　コンテナに大きくあけられた窓、デッキ空間から人々のアクティビティーが見える　－　デッキ空間は歩行者専用の入り口となる

－05－
外観イメージパース惣領にぎわい拠点施設（仮称）　新築工事

　　　　　　　　　　　　　　　基本設計書

惣領にぎわい拠点のイメージ

菊陽町の半導体工場立地を
チャンスに
企業誘致を実現するため、産業団地の整備に
向けた適地調査を進めており早期に整備する

西山　洋一議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問

保
護
者
の
意
見
を
聴
く
機

会
を
設
け
る
予
定
は
な
い

町
長　
児
童
数
の
減
少
傾
向
を
踏

ま
え
、行
政
改
革
大
綱
の
中
で
も
、

統
廃
合
、
民
営
化
を
含
め
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
回
、
町
立
幼
稚
園
の
あ

り
方
委
員
会
に
、
統
廃
合
を
含
め

た
検
討
を
す
る
よ
う
諮
問
し
た
。

委
員
会
で
は
、
保
護
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
関
係
者

の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

保
護
者
か
ら
の
意
見
を
聴
く
機
会

を
設
け
る
予
定
は
な
い
が
、
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
町
と
し

て
の
方
針
が
決
ま
り
次
第
、
必
要

に
応
じ
て
保
護
者
へ
の
説
明
会
を

一 般 質 問

保
護
者
の
意
見
を
聞
き

検
討
委
員
会
に
反
映
さ

せ
る
べ
き

甲
斐　
「
町
立
幼
稚
園
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
が
、
幼
稚
園
の
統

廃
合
を
視
野
に
入
れ
た
審
議
を
始

め
て
い
る
。
統
廃
合
を
望
ま
な
い

保
護
者
か
ら
の
声
が
た
く
さ
ん
届

い
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
、
内
容
は
、
統
合
を

前
提
と
し
た
問
い
か
け
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
本
当
の
意
見
は

反
映
さ
れ
な
い
。
検
討
委
員
会
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
る
と
、保
護
者

へ
の
説
明
は
、
答
申
・
議
会
説
明

の
後
に
な
っ
て
い
る
。事
前
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
内
容
を
基
に
、
保

護
者
へ
の
説
明
と
意
見
を
直
接
聴

く
場
を
設
け
、
検
討
委
員
会
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
保
護
者
か
ら
は
、「
少
人
数
の
方

が
先
生
た
ち
の
目
が
届
く
」「
町
立

の
幼
稚
園
・
保
育
園
が
あ
る
益
城

町
は
誇
り
だ
」「
園
が
遠
く
な
れ
ば

緊
急
の
迎
え
に
対
応
で
き
な
い
」

「
広
安
校
区
か
ら
自
転
車
で
の
送

迎
は
遠
す
ぎ
る
、
通
園
路
で
の
安

全
が
守
ら
れ
る
の
か
」「
保
護
者
の

生
の
声
を
直
接
聞
く
場
を
設
け
て

欲
し
い
」
な
ど
多
く
の
意
見
が
あ

る
。
保
護
者
の
意
見
を
直
接
聞
く

こ
と
と
、
統
合
は
し
な
い
よ
う
求

め
る
。

検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
と 

幼
稚
園
利
用
の
周
知
徹
底
を

甲
斐　
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
要
因
に
統
合
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
。
町
で
は
、
定
住
促

進
施
策
や
大
規
模
宅
地
造
成
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
世
代
が

「
住
み
よ
い
町
・
住
み
続
け
た
い

町
」と
な
る
よ
う
、「
子
育
て
支
援
」、

「
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
」
な
ど

を
拡
充
さ
せ
、
幼
稚
園
の
利
用
周

知
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

導
入
後
の
状
況
は

甲
斐　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
推
し
進
め
ら
れ
る
中
、
小
中
学

校
に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

整
備
さ
れ
た
。
導
入
後
の
、
児
童

生
徒
・
教
職
員
に
と
っ
て
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
。
使
用
す
る
際
の
注
意
点
、
視

力
低
下
な
ど
健
康
面
の
配
慮
、

ル
ー
ル
、
リ
ス
ク
、
ト
ラ
ブ
ル
等

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
の

取
り
組
み
は
整
っ
て
い
る
か
。

　
特
別
支
援
学
級
・
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
対
応
は
で
き
て
い
る

か
。
学
校
図
書
館
の
機
能
強
化
や

充
実
を
進
め
て
い
く
よ
う
求
め

る
。

教
育
長　
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
で
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
支
援
ア
プ
リ
の
活
用
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
資
料
な

ど
を
収
集
し
、
主
体
的
に
考
え
、

表
現
す
る
力
を
培
っ
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
授
業
で
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
深
い
創
造
力
、
思
考
力
、
表
現

力
な
ど
が
養
え
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
と

考
え
て
い
る
。
教
職
員
に
と
って
も
、

手
作
業
で
行
って
い
た
集
計
作
業
な

ど
、
瞬
時
に
把
握
で
き
、
業
務
の

効
率
化
が
図
れ
る
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応

は
保
護
者
と
相
談
の
上
個
別
に
判

断
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
し
て

お
り
、
早
期
の
学
校
復
帰
に
期
待

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
図
書
館

の
機
能
強
化
の
方
策
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

益城幼稚園全景

タブレットを使った授業風景

町立幼稚園は保護者の意見を聴き、
２園の存続を求める
利用者のニーズや町の財政状況を踏まえ、
適正に方針を固めたい

甲斐　康之議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問

野
田　
昭
和
62
年
の
最
高
裁
判
決

で
は
個
人
の
場
合
、「
請
負
量
に

関
係
な
く
請
負
関
係
に
立
つ
と
い

う
行
為
そ
れ
自
体
が
重
要
度
に
か

か
わ
ら
ず
地
方
自
治
法
92
条
２
の

「
兼
業
禁
止
」
に
該
当
す
る
、
と

あ
る
。

　
平
成
30
年
４
月
に
総
務
省
自
治

行
政
局
行
政
課
長
か
ら
、
地
方
議

会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
の
解
釈

等
に
つ
い
て
の
通
知
が
出
て
い
る

内
容
は
、
地
方
自
治
法
92
条
の
２

の
規
定
に
よ
り
、【
議
員
は
当
該

地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す

る
者
等
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
】

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
議
会

運
営
の
公
正
を
保
障
す
る
と
と
も

に
、
事
務
執
行
の
適
性
を
確
保
す

る
」
を
趣
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
本
件
（
町
長
と
A
議

員
が
締
結
し
た
土
砂
処
分
の
覚
書
、

処
分
費
用
）
は
地
方
自
治
法
92

条
の
２
「
兼
業
禁
止
」
に
該
当
し
、

違
反
と
な
る
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

契
約
は
し
た
が
請
負
で
な
く
地

方
自
治
法
に
は
違
反
し
な
い

町
長　
A
議
員
と
交
わ
し
た
「
土

砂
処
分
に
関
す
る
覚
書
」
は
「
契

約
」
に
当
た
る
が
、
請
負
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
法
92
条

の
２
に
規
定
す
る
「
議
員
は
当
該

地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す

る
も
の
等
に
な
れ
な
い
」
こ
と
に

は
抵
触
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

野
田

①
A
議
員
の
土
地
を
選
定
し
た
理

由
と
プ
ロ
セ
ス
は
適
切
か
。

②
公
募
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

③
A
議
員
の
土
地
を
指
定
し
た
の

は
何
故
か
。

④
A
議
員
所
有
地
の
現
地
確
認
は

行
っ
た
か
。

⑤
A
議
員
所
有
の
受
入
地
整
備
の

遅
れ
に
よ
り
、
工
事
費
用
２
０

１
９
万
円
が
増
加
し
た
の
は
。

⑥
整
備
さ
れ
て
い
な
い
A
議
員
所

有
地
を
指
定
し
た
理
由
は
。

⑦
公
募
す
れ
ば
町
内
に
適
し
た
場

所
が
あ
っ
た
の
で
は
。

⑧
A
議
員
か
ら
の「
土
砂
受
入
申

込
書
」の
受
入
費
用
、１
立
米
当

り
６
０
０
円
の
記
載
に
つ
い
て

●
経
緯
と
目
的
は
何
か

●
支
払
い
先
に
つ
い
て

●
A
議
員
へ
直
接
の
支
払
い
か

⑨
対
象
地
の
整
備
費
用
は
A
議
員

が
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑩
⑨
の
費
用
分
（
町
支
出
）
は
返

還
を
求
め
る
べ
き
だ
が
。

⑪
作
業
効
率
の
悪
い
場
所
を
選
定

し
た
必
要
性
は
何
か
。

⑫
A
議
員
が
発
生
土
処
分
の
情
報

を
知
り
得
た
の
は
何
故
か
。

町
長　

①
工
事
発
注
前
の
10
月
に
A
議
員

と
協
議
を
行
い
、
決
定
し
た
。

②
時
間
的
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
公
募
し
て
い
な
い
。

③
経
済
的
に
有
利
で
あ
っ
た
た
め
。

④
現
地
確
認
は
熊
本
市
の
指
針
で

あ
り
、
参
考
に
し
て
い
な
い
。

⑤
受
入
れ
時
期
の
遅
れ
で
工
事
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
た

た
め
で
妥
当
な
判
断
で
あ
っ
た
。

⑥
運
搬
距
離
の
重
視
と
工
事
の
延

期
を
し
た
た
め
。

⑦
仮
定
の
話
の
指
摘
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

⑧
町
と
A
議
員
と
造
成
を
実
施
す

る
コ
ン
サ
ル
で
協
議
し
処
分
費

用
、
責
任
分
界
点
を
整
え
た
。

●
妥
当
な
単
価
の
処
分
費

●
十
五
建
設
に
支
払
っ
た

●
民
間
取
引
に
町
は
関
与
し
な
い

⑨
安
全
対
策
で
十
五
建
設
に
指
示

し
た
も
の
。

⑩
安
全
対
策
に
係
わ
る
と
し
、
町

の
経
費
と
し
た
。

⑪
処
分
場
の
選
定
は
適
切
に
行
っ

た
。

⑫
議
員
が
復
興
状
況
を
調
査
す
る

中
で
町
担
当
者
か
ら
得
た
。

野
田　
町
長
と
A
議
員
と
の
契
約

に
よ
っ
て
処
分
費
１
０
３
８
万
７
８

０
０
円
が
A
議
員
の
利
益
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
に
間
違
い
な
い
か
。

町
長
が
交
し
た
「
覚
書
」
と
A
議

員
が
提
出
し
た
「
受
入
申
込
書
」

に
よ
り
A
議
員
は
処
分
費
を
町
に

求
め
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
合
意
は
「
町
の
予
算
を
利

用
し
て
搬
入
後
の
敷
き
均
し
（
造

成
）
ま
で
完
了
さ
せ
る
意
図
で
、

本
来
A
議
員
が
自
身
で
負
担
す
べ

き
費
用
を
町
に
行
わ
せ
た
」
と
評

価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
目
的
を
も
っ
て
処
分
費
を
求
め

て
い
た
こ
と
は
、【
議
員
と
言
う

立
場
を
利
用
し
て
町
工
事
の
利
害

関
係
に
入
り
、
処
分
費
の
支
出
を

認
め
さ
せ
た
】
疑
い
が
向
け
ら
れ
、

町
長
も
そ
れ
に
加
担
し
た
と
思
わ

れ
て
も
仕
方
な
い
が
い
か
が
か
。

町
長　
議
員
が
復
興
調
査
中
に
町

担
当
者
か
ら
得
た
も
の
で
、
覚
書

締
結
は
復
興
を
進
め
る
観
点
か
ら

の
も
の
で
あ
り
、
処
分
場
は
適
正

に
選
定
し
て
お
り
、
不
当
な
も
の

で
は
な
い
。

野
田　
町
長
は
政
治
倫
理
条
例
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
政
治
倫
理
条
例
を
定
め
る
べ
き

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

政
治
倫
理
条
例
は
予
定
し

て
い
な
い

町
長　
選
挙
で
選
ば
れ
た
町
長
に

つ
い
て
は
、議
会
か
ら
の
監
視
、監

査
等
の
仕
組
み
が
あ
る
の
で
条
例

の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

地
方
自
治
法
92
条
の
２

【
兼
業
禁
止
】に
該
当

政
治
倫
理
に
つ
い
て

小池地区の土砂受入地

議員の立場を利用して【町の工事予算を、議員所有地の造成
費用とした】利益を得たのでは。町長も承知していたのでは。
情報は町担当者からで、私（町長個人）と議員の契約では
ない。処分場として適正な選定であり不当ではない。

野田　祐士議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問

町
債
・
公
債
費
の
増
大
は

心
配
だ
が
、
町
の
発
展
を

見
据
え
た
も
の
で
あ
る

町
長　
本
年
見
通
し
に
お
け
る
投

資
的
経
費
約
１
１
６
億
円
の
増
加

は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
約

19
億
円
、
高
速
道
路
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
整
備
事
業
、
都
市
防
災
総
合
整

備
事
業
等
。
町
負
担
額
は
約
３
分

町
債
の
増
大
は
、
将
来
の

子
ど
も
達
へ
更
な
る
負
担

増
を
強
い
る
の
で
は

宮
﨑　
９
月
議
会
で
令
和
３
年
度

の
中
期
財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
た

が
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
投
資
的

経
費
１
１
６
億
円
増
加
の
内
訳
及

び
令
和
８
年
度
の
公
債
費
と
未
償

還
金
の
町
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

の
１
で
、
令
和
８
年
度
の
公
債
費

で
約
11
億
円
、
未
償
還
金
で
は
約

１
５
７
億
円
が
町
の
実
質
負
担
と

な
る
見
込
み
。

宮
﨑　
令
和
８
年
度
以
降
、
公
債

費　
（
借
金
返
済
）
が
毎
年
40
億

円
近
く
に
膨
ら
み
、
一般
会
計
の

４
分
の
１
を
占
め
、
約
10
億
円
を

町
単
独
で
返
済
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
町
長
は
公
債
費
返
済
の
目
途

は
あ
る
の
か
。

町
長　
公
債
費
の
増
大
は
私
も
心

配
し
て
い
る
。
公
債
費
の
ピ
ー
ク

は
令
和
11
年
度
頃
で
、
そ
の
後
低

下
す
る
と
思
う
。
今
上
益
城
郡
５

カ
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
処

分
場
の
町
負
担
が
50
億
円
と
見
積

も
ら
れ
、
毎
年
４
億
円
返
済
予
定

で
あ
っ
た
が
、
も
し
民
間
へ
の
移

行
が
実
現
す
れ
ば
、
町
の
負
担
の

軽
減
が
図
ら
れ
る
。
将
来
の
公
債

費
・
未
償
還
金
増
加
を
見
込
ん
で
、

行
財
政
改
革
の
推
進
と
、
新
た
な

財
源
確
保
策
に
取
り
組
み
、
収
支

の
改
善
を
図
る
。

地
元
住
民
は
来
年
梅
雨

前
ま
で
に
は
雨
水
ポ
ン
プ

場
を
完
成
し
て
欲
し
い

宮
﨑　
安
永
中
井
出
は
少
し
の
雨

で
も
道
路
の
冠
水
や
床
下
浸
水
等

が
発
生
、
こ
の
た
め
地
元
自
主
防

災
ク
ラ
ブ
と
町
職
員
で
対
処
し
て

き
た
。
今
回
町
が
来
年
梅
雨
ま
で

に
、
雨
水
ポ
ン
プ
場
を
建
設
す
る

と
し
た
こ
と
で
住
民
は
大
変
喜
ん

で
お
り
、
色
々
雑
音
も
聞
こ
え
る

が
、
是
非
完
成
さ
せ
て
欲
し
い
。

予
定
通
り
進
め
る
た
め
、

進
捗
状
況
の
確
認
と
工
程

管
理
を
適
切
に
行
い
た
い

町
長　
町
と
し
て
も
豪
雨
の
際
し

ば
し
ば
道
路
の
冠
水
等
の
被
害
が

発
生
し
て
お
り
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
地
元
の
皆
様
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
現
在
（
12
月
９
日
）
の
進

捗
率
は
10
％
で
あ
る
が
、
今
後
工

程
管
理
を
適
切
に
行
い
、
来
年
梅

雨
ま
で
に
ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
た

い
。

復興事業費で膨らんだ公債費(借金)
返済の目算はあるのか
交付税措置できる事業を優先し、
引き続き歳入増及び歳出削減を図る

宮﨑　金次議員

区　分 R2 決算 R3 見込額 R4 見込額 R6 見込額 R8 見込額 前年との差計

町税、地方交付税等
（臨財債含む） 9,477 9,628 10,126 10,317 10,936 3,451

町債（臨財債除く） 6,288 5,132 4,257 1,308 441 4,891

国庫支出金、その他 18,424 8,510 5,471 5,011 4,639 6,262

歳入合計　　A 34,189 23,270 19,854 16,636 16,016 14,604

区　分 R2 決算 R3 見込額 R4 見込額 R6 見込額 R8 見込額 前年との差計

義務的
経　費

人件費 2,427 2,417 2,315 2,238 2,125 Δ 167

扶助費 1,763 1,726 1,753 1,808 1,866 Δ 344

公債費 1,602 1,930 2,118 2,515 3,546 568

　　　うち
熊本地震分 (668) (931) (970) (1,163) (1,799) 　

投資的経費 14,655 9,767 6,897 2,980 1,697 11,648

　うち熊本地震分 (11,570) (4,626) (3,570) (70) (8) 　

その他の経費 12,278 7,610 7,493 7,371 7,135 1,809

歳出合計　　B 32,725 23,450 20,576 16,912 16,369 13,514

益城町中期財政見通し（令和 3 年 9 月）
【歳入】

【歳出】

（単位：百万円）

町　債　残　高 44,075 47,934 50,816 51,498 47,629 15,016

財源不足額　（A-B） C 1,464 ▲ 180 ▲ 722 ▲ 276 ▲ 353 1,090

安永雨水ポンプ場工事の状況
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
12
月
議
会
】

一 般 質 問

コロナ禍による施設の面会制限は
行政として解決策はあるのか
介護の現場と介護を必要とする方々の健康を
守るために必要な支援ができるよう努めていく

榮　正敏議員

榮　
一
年
半
以
上
に
渡
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
、

県
内
の
高
齢
者
施
設
で
は
面
会
制

限
が
続
い
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

や
ガ
ラ
ス
越
し
で
の
触
れ
合
い
に

家
族
は
「
せ
つ
な
い
が
、
収
束
す

る
ま
で
の
我
慢
」
だ
と
。
あ
る
家

族
は
月
１
回
の
面
会
で
は
、
相
談

室
と
妻
の
居
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
い
で
も
ら
い
、
呼
び
か
け
る

と
「
口
を
動
か
し
て
る
よ
、
何
か

言
い
た
い
ん
だ
ね
」
長
年
連
れ
添

っ
た
妻
の
わ
ず
か
な
反
応
に
、
親

子
で
喜
び
、涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
。「
頑

張
っ
て
る
ね
」
と
髪
を
な
で
て
あ

げ
た
い
が
、
画
面
越
し
、
家
族
ら

せ
つ
な
い
「
妻
の
手
握
り
た
い
」

と
言
う
切
実
な
願
い
が
聞
こ
え
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
県

内
の
高
齢
者
施
設
で
頻
繁
に
起
こ

っ
て
い
る
。
今
の
時
世
に
お
い
て
、

大
変
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
家

族
は
毎
日
で
も
入
所
者
と
会
い
た

い
。
し
か
し
施
設
は
コ
ロ
ナ
感
染

が
怖
い
。
一人
の
感
染
が
ク
ラ
ス

タ
ー
を
呼
び
込
み
、
施
設
閉
所
に

も
つ
な
が
る
こ
の
重
大
な
問
題
を

ど
う
や
っ
て
解
決
す
る
か
、
入
所

者
の
疲
弊
度
は
相
当
な
も
の
だ
と

思
う
。
要
介
護
度
が
３
か
ら
５
と

な
り
得
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
家
族
の
負
担
も
増
え
る
し
、

行
政
の
介
護
負
担
額
の
増
額
も
当

然
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
の
今
後

の
対
策
を
伺
う
。

町
長　
入
所
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

に
と
っ
て
、
ご
家
族
の
面
会
は
、

精
神
的
な
支
え
で
あ
り
、
病
気
や

認
知
症
等
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
大
切
な
機
会
で

あ
る
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う
な

か
、
入
所
者
の
命
を
預
か
る
介
護

現
場
に
お
い
て
は
、
入
所
者
に
感

染
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
な
い
た
め
に
、

ご
家
族
と
の
面
会
も
制
限
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
町
内
の
施
設
に
お
い
て

は
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
入
所
者
や
ご
家
族

の
精
神
面
を
支
え
、
個
人
の
尊
厳

を
守
る
た
め
日
々
努
力
を
重
ね
て

頂
き
、
介
護
関
係
者
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
介
護
事
業
者
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
国

や
県
の
助
成
制
度
の
活
用
を
促
し
、

町
独
自
の
事
業
と
し
て
感
染
症
対

策
事
業
補
助
金
等
に
よ
り
必
要
な

経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
く
。

助
け
て
と
隠
さ
ず
に
言

え
た
か
ら
今
が
あ
る

榮　

９
月
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
月
間
」と
し
て
制
定
し
て
い
る
。

こ
の
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
は
様
々
な
問
題
が
発
生

す
る
。
こ
の
問
題
は
地
域
全
体
で

見
守
る
こ
と
が
大
事
と
分
か
っ
て

い
る
の
だ
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
行

き
つ
い
て
い
な
い
。
本
人
は
「
俺

は
ボ
ケ
て
い
な
い
」
と
言
う
の
に

対
し
て
職
場
か
ら
は
「
も
う
駄
目

だ
」
と
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
生
活
基
盤
が
ガ
タ
ガ
タ
と
崩

れ
、
家
庭
崩
壊
に
つ
な
が
り
様
々

な
経
済
的
不
安
が
の
し
か
か
っ
て

く
る
。

　
そ
こ
で
当
事
者
の
家
族
は
地
域

の
皆
に「
私
の
夫
は
認
知
症
で
す
」

と
公
開
し
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
、

万
が
一
行
方
不
明
に
な
っ
て
も
見

つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
の
思

い
で
「
助
け
て
と
言
っ
た
」

　
県
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方

は
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域
の

人
々
と
つ
な
が
っ
て
生
き
ら
れ
る

社
会
を
願
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い

た
。
こ
の
問
題
を
、
西
村
町
政
３

期
目
の
最
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

絶
対
に
や
り
抜
く
と
誓
っ
て
欲
し

い
、
町
長
の
覚
悟
を
聞
き
た
い
。

地
域
で
支
え
合
え
る
体
制
の

充
実
を
図
る

町
長　
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
を
患
っ
た
方
の
家
族
が
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
声
を
あ
げ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
現
在
本
町
で
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福

祉
協
議
会
で
常
時
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
ほ
か
、
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
相

談
室
」
を
開
催
し
、
よ
り
専
門
性

の
高
い
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
認

知
症
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
町
づ
く

り
を
し
て
い
く
。

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け 

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る

面
会
制
限 

妻
の
手
握
り
た
い

窓越しの面会の様子
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山
河
に
春
の
息
吹
を

少
し
ず
つ
感
じ
る
頃
に

な
り
ま
し
た
。

　

益
城
町
は
、
今
、
目

ま
ぐ
る
し
く
新
し
い
町
に
変
貌
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
道
熊
本
高
森
線
の
４
車
線
化
工

事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り

町
民
の
皆
様
方
の
生
活
利
便
性
の
向

上
を
目
指
し
、
安
全
安
心
な
益
城
中

央
線
基
幹
道
路
の
構
築
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
木
山
中
央
区
画
整
理
事

業
も
、
県
主
導
で
、
速
や
か
に
進
め

ら
れ
て
お
り
、
完
成
後
の
益
城
町
が
、

他
の
市
町
村
か
ら
羨
望
の
ま
な
ざ
し

で
見
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
基
幹
と
な
る
益
城
庁
舎

の
建
設
工
事
は
、
基
礎
工
事
も
順
調

に
進
み
、
令
和
４
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
て
進
捗
し
て
い
る
所
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
一
時
代
の
目
撃
者

と
し
て
後
世
に
残
す
重
要
な
大
事
業

の
監
視
者
と
し
て
の
職
責
を
、
し
っ

か
り
と
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

担
当　

榮　

正
敏

安心・安全な
水道水をお届け
しています

町の施設を紹介

益城町水道センター

▶益城町の水道施設
　益城町には16か所の水源地があり、ここで汲み上げられた地下
水は、滅菌処理をしたのち、水道管を通って各家庭に運ばれます。
この運ばれる過程には、浄水池や配水池、加圧施設等が設置されて
います。これらの施設は、水道センターに設置された集中管理シス
テムにより、安心・安全な水を届けるために監視されています。

▶給水車で災害支援
　平成29年12月にサントリーホールディングス(株)様からの熊本
地震被災地支援寄付金で購入しました。
＜性能＞　給水タンク：1700ℓ（車輌一体型）、給水栓４か所、加
圧給水装置（エンジン駆動）
＜災害支援＞　
平成30年７月豪雨では、広島
県呉市に10日間、令和２年７
月豪雨では、芦北町に２日間、
球磨村に12日間の給水支援を
行いました。その他、緊急漏水
工事等、断水時の給水でも活躍しています。

▶安全で安定的な水道を供給していくために
　蛇口をひねれば、いつでも必要なだけ使うことができる水。
　もし水道がなければ、私たちの生活はとても不便なものになるで
しょう。水道センターでは、みなさんがいつでも安心で安全な水道
が使えるように、水道施設の維持管理に取り組んでいます。

益城町（熊本）の水道水は日本一
おいしいといわれています。
それは、全部地下水を汲み上げ
たものだからです。

1水道センター外観　2第２配水池　3給水車

1

2

3
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